
１．はじめに 

新潟県内の低平地における農業用排水路には鋼矢板が

多用されている。既存施設の長寿命化には鋼材の腐食実態

の把握と保護対策の検討が不可欠である。筆者らは，鋼矢

板の腐食実態を考慮した補修対策や鋼矢板材のリサイクル

工法を提案している
1), 2), 3)

。

既往研究の結果，既設材の腐食実態の詳細な把握が補

修や更新工の適用精度の向上には不可欠であることが明ら

かになった
1), 2)
。

本報では，新潟県内の鋼矢板排水路の改修工事で実施さ

れている継ぎ矢板工法の構造特性と適用方法を考察する。

２．鋼矢板排水路の構造及び腐食特性 

鋼矢板を用いた排水路の構造形式には，新潟県亀田郷地

区の場合，少ない用地で排水能力を確保できる切梁式鋼矢

板護岸が多用されている。

切梁式鋼矢板護岸の矢板は，背面の主働土圧，水圧と前

面（河床）の受働土圧が釣り合う深さまで根入れされ，矢板

材に発生する最大曲げモーメントに対して許容応力度を満足

する断面係数の材料を用いている。なお，断面係数は腐食

代 2mm を考慮している。

最大曲げモーメントは，鋼矢板の上部を切梁材（鋼管）で

接続する構造により河床上の常時水位付近に発生するが，

その部位は水と酸素の供給が盛んで強い通気差電池作用を

持つマクロ腐食電池による局部腐食が進行していることから，

構造的な脆弱性が急速に高まっている。

３．継ぎ矢板工法の適用 

継ぎ矢板工法は，機能保全対策のうち腐食厚が 2mm 以

上となっている場合の事後保全としての改修工法であって，

既存ストック矢板（転用矢板）の健全部分をプレート溶接して

再利用矢板を製作し，既設矢板の外側に再利用矢板を打設

するものである。なお，本事例では防食工法を併用して耐用

年数の長期化を図っている。 

転用矢板の断面係数は板厚測定による最小値を使用し、

“t=5.0mm 以上，Z=272cm3 以上”と求められた。改修計画断

面の矢板に発生する最大曲げモーメントに対して安全となる

断面係数は“t=3.8mm，Za=207cm3”であって，転用矢板の耐

用年数は腐食代Δt=5.0-3.8=1.2mm が腐食する年数とした。 

鋼矢板の耐用年数は，本地区における機能保全計画策

定業務で実施した腐食厚調査結果から設計腐食量曲線を算

出し，Y=0.1X（X:：経過年数，Y：腐食量）（ 20 年で両側 2mm）

を得た。また，防食材（超防食セラミックコーティング）の耐用

年数はメーカー資料により 20 年とした。 

継ぎ矢板工法の適用は，新品、転用の鋼矢板に防食の有

無の組合せを設定し，鋼矢板及び防食材の耐用年数を考慮

した年当たり施工費を算出して経済比較により決定した。 

４．おわりに 

本報では，新潟県で行われている腐食矢板の再利用の取

り組みの一環として行った継ぎ矢板工法の適用について報

告した。検討の結果，継ぎ矢板工法は，新品と比較すれば施

工上の困難さがあるが，施工直後の変形やその後の異常は

特に認められなかった。

今後は，防食工法の変状，劣化を含めて継続的にモニタリ

ングを行い，継ぎ矢板工法が鋼矢板排水路の改修工法とし

て十分有効であることを確認していくことが必要である。
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表－２ 軽量鋼矢板の耐用年数

軽量鋼矢板

表面錆が顕在化した干満帯

断面欠損が極度に進行した

軽量鋼矢板

継ぎ矢板のプレート

軽量鋼矢板

軽量 3D 型（地中部プレート接合）

＋超防食セラミックコーティング

打設機械（A パイラー）

軽量鋼矢板と打設定規
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（改修前）
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